
【資料８】 

 

  ④事業展開のうえでの連携体制の構築（交付金等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
【対策】                                  
 ・施…交付金の幾らかを積立できるようにし、施設改修費に充てられる仕組みを整備することによっ

て、施設整備補助金による計画的な改修を行う。 

 ・○事…交付金が地域の裁量で使用できるよう地域で情報公開・合意がとれる仕組みを検討する。 

 ・○事…事業の棚卸しによる事業費の見極めと提案型補助金による新たな活動資金の確立。 

 ・交付金を充てるのに相応しい活動をとは何かを踏まえて交付金の額を決める。   など 

 

 

【施…施設維持・改修、○○事…事業費】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●施設に関すること 

〇施設の長寿命化となるように、計画的な改修ができる状態。 

〇施設の老朽化による不便がない状態。 

〇必要な維持管理・改修が滞りなく行われている状態。 

●事業に関すること 

〇事業の棚卸しにより、地域に必要な事業へ必要な交付金が活用されている状態。 

〇地域で決めた地域づくり計画が市の計画ともリンクし、交付金活用の効果が生まれる状態。 

〇地域コミュニティ活動推進員等の業務量に応じた人件費が確保されている状態。 

 

〇目指す姿   ≪交付金で地域がより活発な状態になっている≫ 

 

○行政との連携のあり方 

・施…市の古い施設を拠点施設して受けたこ

とにより、維持管理が困難である。 

・施…補助金があるが、1/3は自主財源を

伴うため、長期に渡り財源確保をする必要

がある。 

・施…避難所指定であるが、施設自体が老

朽化し、改修が必要な箇所がでている。 

 

・○事…事業の棚卸しができておらず、交付金

内の限られた事業となっている。 

・○事…交付金は地域の自由な裁量であるの

に、使いにくい交付金（補助金化）である。 

・○事…人件費に多くの交付金をあてられな

い。 

〇現 状 

 

・施…施設改修ができず、老朽化により拠

点施設が使用できなくなる。 

・施…拠点施設の修繕費ばかりにお金がか

かり、本来の地域課題の事業ができない。 

・施…避難所としての利用ができなくなる。 

 

・○事…交付金をあてにした活動が減らず、イ

ベント的な活動ばかりとなる。 

・○事…適切な事業、お金の使い方ができな

く、財源が足りない状態となる。 

・○事…地域の雇用を考えた場合は、安価な

人件費だとよい人材（若い方）を長期に確

保できない。 

〇現状のまま対策をしない場合 

 

・施設維持管理費が実状にあっていないところがある。 

・地域の裁量として活用しにくい交付金となっている。 

・現在の人件費の交付金では、人材確保が困難なところがある。 

〇課 題 


